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生涯学習政策30年と日本生涯教育学会ｖ

る学習機会の充実やボランティア活動の支援・推進が取り上げられ，現代的
課題の学習機会についてでは学習機会を提供する際の観点として「豊かな人
間性」「社会性・公共性」「現代性・緊急性」があげられた。
しかし，教養・趣味的な学習に対する人々のニーズは強く，現代的課題の

学習機会を開設しても人は集まらないといった状況が各地で見られた｡“まち
づくり”に関わる課題にもさまざまな地域が取り組んだが，地域の崩壊に歯
止めをかけることは難しかったように思う。
近年は，財政難が指摘される中，公費で行う生涯学習支援については社会
的な成果(outcome)が求められており，文教行政が関わる生涯学習政策では
地域の教育力向上の観点から地域の再生に取り組む傾向がみられる（表l)。
特に，平成６年以降は学社融合や学校支援が，平成l3年以降は子どもう．ラン
等による子ども支援が，実践面でも地域の教育力向上に関わる施策面でも進
められ，その傾向は現在もなお続いている。ただし，地域の教育力とは何か
は未だ暖昧で，今後，実証研究を通してそれを明らかにしていく必要がある
ように思われる。
それに関しては，実際に地域が子どもの教育に関わることで表２～表４の
ようなアウトカムが報告されており，地域の教育力を解明する上で手がかり
になると考えられる。表４に示した長野県丸子町丸子北中学校の事例につい
ていえば，中学校が地域と連携して地域活動等に取り組むことで，全校生徒
の約５％を占めていた不登校生徒が４年間で皆無になったということであ
る(8)。
地域の教育力向上に関わるか否かは別として，社会的問題に対する学習
ニーズの推移をみると（図２），それへの学習ニーズの重み(9)はどちらかとい
えば低下する傾向がみられる。一方「社会教育調査」から「市民意識・社会
連帯意識」に関する学級講座数の推移をみても，実数は増えたものの，学級
講座数全体の中で占める比率では，その必要性がいわれるほどには増えては
いない（表５）。現代的課題等の社会的な問題に生涯学習政策がどう取り組ん
でいくかは，今後の課題でもある。
その際には，教養・趣味関係の学習機会と社会的な問題関係の学習機会を

対立的に捉えるのではなく，前者の学習機会で学習した人々を社会的資源と
して活用することにもっと取り組んではどうであろうか。今後は，教育基本



巻頭言●

Ｖ１

法第３条で躯われたように「学習成果を生かす」社会をつくることは極めて
重要なように思われる。社会的問題に対する学習ニーズの重みが低下してい
ると述べたが，実は，その中のボランティア活動関係を取り出すと，それへ
のニーズの重みは微増しているのである（図３）。

５人間的価値と職業的知識･技術の調和一職業教育への
対応

我が国の文教関係の生涯学習政策は，過去に学校外の職業教育・訓練関係
の所管が社会教育から労働・雇用関係部局に移った経緯もあり(IO),どちらか
といえば経済的価値よりも人間的価値を重視してきたように思われる。しか
し，女性の社会参画の促進を図る必要や平成不況の中で大量のフリーター・
非正規社員対策の必要からも，職業教育を無視できなくなりつつある。
これまでは職業教育に関する生涯学習政策として，専修学校関係の施策や

大学の社会人対応に関わる施策，女性のキャリア教育関係の施策等が取り組
まれてきた。現場では，ビジネス支援を行う公共図書館等も出現している。
平成20年12月に中教審に対して「今後の学校におけるキャリア教育・職業

教育の在り方について」が諮問され，平成22年度概算要求（平成21年８月末
現在）では，生涯学習政策の「キャリア教育・職業教育の推進」として，地
域におけるキャリア教育・職業教育の推進事業（新規），放課後キャリア教
育実践事業（新規），専修学校教育創造開発プラン（新規），専修学校にお
ける中学・高校等との連携教育推進プラン等があげられている。
しかし，表５の学級講座数の推移をみると，「職業知識・技術の向上」関係

のそれは,IT関係を除くと減少傾向にある。それに対して，学習ニーズの
重み（職業関係とIT関係を学習内容で区別している調査では除いた）は平
成１０年頃を境に若干減少傾向にあるが，微減である（図４)｡
そのように考えると，地域における職業教育，キャリア教育にいかに取り

組むかは今後の文教関係の生涯学習政策の課題になると思われる。平成19年
度より「再チャレンジのための学習支援システム推進事業（平成21年度は実
践型学習支援システム推進事業)」が行われたが，文教行政が関わる生涯学習
政策領域での職業教育・キャリア教育の蓄積は決して十分とはいえないであ
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家庭教育の中で行われる学習

会教育の中でｲ丁われる字音
ヨ、自治体、公民館の学級講座望
の中での学習
大学、高等学校等の公開講座・；
枚講座の中での学習
カルチャースクールの中での学皆
企業内教育の中での学習等

スポーツ活動、文化活動、
ボランティア活動、
レクリエーション活動等の中で
行われる学習

図ｌ生涯学習の概念

中教審生涯学習分科会配付資料（平成l5年７月29日）より作成。

表ｌ文部科学省の地域の教育力の再生・活性化関係の主要事業
平成13年 【地域・家庭教育力再生プランより】･余裕教室等を活用した「地域ふれあい交流事業」の推進
平成１４年 【地域教育力の活性化】（指標より）･地域NPOとの連携による地域学習活動活性化支援事業

･子ども放課後・週末活動等支援事業
･公民館，図書館，博物館におけるインターネット接続
･エル・ネット受信施設
･男女の家庭・地域生活充実支援事業

平成15年 【地域教育力の活性化】（主な政策手段より）･地域NPOとの連携による地域学習活動活性化支援事業
･生涯学習まちづくりモデル支援事業
・地域と学校が連携協力した奉仕活動・体験活動推進事業
･学習拠点施設情報化等推進事業
･教育用コンテンツの活用・促進事業
･男女の家庭・地域生活充実支援事業

平成１６年 【地域教育力の活性化】（主な政策手段より）･生涯学習分野におけるNPO支援事業
･地域子ども教室推進事業
･社会教育活性化２１世紀プラン
･人権教育推進のための調査研究事業
･エル・ネット高度化推進事業
･教育用コンテンツの活用・促進事業
･男女の家庭・地域生活充実支援事業
･女性のキャリア形成支援プラン

平成17年 【地域の教育力の向上】（主な政策手段より）･社会教育活性化２１世紀プラン
･人権教育推進のための調査研究事業
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表２放課後子ども教室の成果一参加した子ども-
文科省「放課後子ども教室」資料より（％）

どちらとも
いえない

そう
思わない 無回答そう思う

違う学年の友だちと前よりも遊ぶようになった
学校へ行くのが楽しみになった

��

��

���°�…
�›�°
½�l�›�l

地域の大人の人と挨拶をしたり，話をするよう
になった ７４７ ｑ ワ

リ し １３

表３放課後子ども教室の成果一コーディネーターや指導者一
文科省「放課後子ども教室」資料より（％）

少しは
変わった

全く
変わらない

とても
変わった

あまり
変わらない 無回答

地域の子どもに対する意識や関
心が高くなった

����４４ ３８ ８

表４地域連携による不登校生徒の減少
一長野県丸子町丸子北中学校での事例一

｜平成l8年３月’
０人

平成15年３月末平成16年３月末平成17年３月末平成17年１０月末
@ 3 人 １ ９ 人 １ ３ 人 １ 人

２５
基
◆

2０

1５ �ó
B

◆1０

y=15.361e字，""
3<R２､誉､0,0309"W%?

亀鍵蕊蕊:◆
５

０
５ １ 0 １ ５ ２ 0

平成(年）
図２社会的問題に関する学習ニーズ
ー学習内容全体の中で占める比率一

2５０
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